
令和 8 年 5 ⽉ 12 ⽇ 
III 類教育委員 志賀，梶川，池⽥ 

 
輪講 A 報告書・研究予定書 A の提出について 

 
1. 概要 
- 輪講A，卒業研究Aの成績評価に，それぞれ輪講A報告書，研究予定書Aを⽤いる。 
- 輪講A報告書は，卒業研究に関連した研究論⽂，専⾨書，教科書等について勉強した内

容を，書式を参考にA4，2ページにまとめる。なお，プログラムが指定する書式がある
場合は，そちらに従う。 

- 研究予定書Aは，卒業研究の⽬的，研究⽅法をまとめる。全プログラムで共通の書式を
使⽤する。 

- 各書類は指導教員の署名と捺印は省略可とするが，指導教員に内容を確認して頂き，承
認を得てから提出すること。 

 
2. 提出場所・期間  

提出場所 各プログラムが定める電⼦的な⽅法で世話⼈に提出する.  
提出期間 2026 年 7 ⽉ 22 ⽇(⽔) から 24 ⽇(⾦) 15 時まで 

 
3. 世話⼈、提出⽅法、輪講発表会 

 
 
 

 世話⼈ 提出⽅法（詳細は後⽇連絡） 輪講発表会 
P1 永松 Google Form を利⽤ なし 
P2 ⼭⼝，酒井 Google Drive を利⽤ あり（予定） 
P3 ⼤饗 未定 なし 
P4 ⼭⿅ Google Classroom を利⽤ なし 
P5 ⽩川(英), 松⽥ Google Classroom を利⽤予定 あり 



輪講 A 報告書   2026 年 7 月  日提出 
 

 

 

タイトル（論文名・まとめた内容を表す名称等） 
出典：著者名，題目，雑誌名・書籍名，号・巻・頁等 

（1 行改行） 

   Ⅲ類 xxxxxx 研究室 

  学籍番号  電通 太郎 

（1 行改行） 
 
 

 

（輪講 Aについて） 
 

・内容 
卒業研究に関連した研究論文，専門書，教科書等について勉強した内容を

A4  2 ページ にまとめる． 
 
     ・報告書の書式（参考） 

・周囲余白 
  上端マージン（20mm），下端マージン（20mm） 

左端マージン（20mm），右端マージン（20mm） 
 

・タイトル 
サブタイトルも含めてできるだけ 2 行以内に書く． 

       大きめ（16 ポイント程度）の文字にする． 
       タイトル行はセンタリングする． 

・所属と氏名 
  右寄せで書く． 
  1 行目：類名，所属研究室 

         2 行目：学籍番号、氏名 
・提出日 

1 頁目の右上ヘッダー部分に提出日を記入する． 
・段組 

1 段組、または、2 段組 
・ページ数 

A4  2 ページ．  
 
     ・報告書の提出方法 

・報告書は，指導教員の自署による署名・捺印は省略可とするが，指導教員に内容を確

認して頂き，承認を得てから卒業研究の報告書と共に提出する． 
・提出場所：各プログラムが定める電子的な提出方法で世話役に提出する． 

       ・提出期間：2026 年 7 月 22 日(水)~ 24 日(金) 15 時まで 
 
 
 
 
 
 
 



2026 年度 研究予定書 (A) 
  年  月  日 

学籍番号  

氏  名  

研究題目  

指導教員氏名  

研究目的・研究方法の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・指導教員と相談の上、10 行程度にまとめること． 
・研究予定書は，指導教員の自署による署名・捺印は省略可とするが，指導教員に内容を確認して頂

き，承認を得てから輪講 A 報告書と共に提出する． 
・提出場所：各プログラムが定める電子的な提出方法で世話役に提出する． 
・提出期間：2026 年 7 月 22 日（水）～24 日（金）15 時まで 


